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P

’

、

I

金
木
小
唄

（
一
）
溶
け
る
根
認
に
焼
鵬
い
て

春
は
絵
巻
の
金
木
町

上
と
下
と
の
両
町
栄
え

日
ご
と
伸
び
ゆ
く

驍
旧
振
り

パ
ッ
ト
ソ
レ
ソ
レ

ヨ
イ
ト
サ
ノ
セ

コ
リ
ャ
ヨ
ィ
ト
サ
ノ
セ

（
二
）
ひ
と
眼
千
祠阿

捜
の
さ
く
ら

夢
の
芦
好
湖
花
の
幕

可
愛
い
あ
の
娘
は

絵
日
傘
さ
し
て

Ｉ
恋
の
ボ
ー
ト
に
や

誰
と
乗
る

（
以
下
唾

（
三
）
嘉
瀬
の
ス
ロ
ー
プ

柵
っ
て
下
り
や

霞
に
か
が
や
く
町
灯
り

酒
は
人
肌
姉
ち
や
の
お
酌

傭
け
鱒
汁
い
ろ
り
端

（
以
下
略
）

（
四
）
金
の
成
る
木
の

枝
葉
も
茂
る

、
名
さ
え
鳩
し
い
金
木
町

さ
あ
さ
祝
お
う
よ

仲
よ
く
丸
く

金
木
小
唄
で
賑
や
か
に

（
以
下
略
）

－

一
、
ハ
ア
ー
芦
野
ざ
く
ら
は

嫁
こ
の
桜
ヨ
ー

春
に
う
か
れ
て
化
粧
す
る

野
良
の
仕
率
も
一
段
落
さ

え
び
す
笑
顔
で
花
見
酒

（
雛
）
エ
ー
ソ
レ

エ
ー
ソ
ー
レ
稼
ぎ
や
ナ
ー

き
ん
き
ら
姿
の
嫁
こ
く
る

二
、
ハ
ア
－
こ
こ
は
北
郷

お
米
の
出
ど
こ
ヨ
ー

奴
徳
助
ひ
と
踊
り

嘉
瀬
ど
金
木
の
間
の
川
こ

小
石
な
が
れ
て
葉
こ
沈
む

（
嘘
）
エ
ー
ン
レ

エ
ー
ン
レ
稼
ぎ
や
ナ
ー

き
ん
き
ら
姿
の
米
が
出
る

三
、
、
ハ
ア
ー
里
で
見
染
め
た

姉
ち
や
と
二
人
ヨ
ー

花
を
た
ず
ね
て
山
登
り

あ
れ
も
花
か
よ
岩
間
の
蔭
に

懸
け
て
し
ぶ
く
は
藤
の
滝

（
鐸
）
エ
ー
ソ
レ

エ
ー
ソ
レ
稼
ぎ
や
ナ
ｉ

き
ん
き
ら
姿
の
。
花
が
咲
く

馴
馴
Ⅳ
邪
口
別
仙
ｍ
０
ｕ
０
日
日
Ｉ
Ⅱ
札
Ｙ
ｊ
ｈ
ｒ
Ｉ
ｐ
Ｉ
ｒ
ｌ
Ｊ
ｊ
５
■
酢
Ⅲ
即
日
日
日
■
０
回
日
■
ａ
乢
馴
副
口
８
８
■
，

新
金
木
音
頭
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竺
『
梁
融
展
家
に
、
町
で
養
鶏
黄
金
を

一
朏
叩
穴

一
幽
寅
出
し
て
は
い
か
が
で
す
か
？
五

一
一
所
川
原
市
で
は
＆
す
で
に
実
施
し
、

岬
一
大
成
功
し
て
い
ま
す
よ
。
年
間
予
算

一
『
五
十
万
円
あ
れ
ば
結
繕
っ
ま
く
や
れ

幽
主
す
か
ら
一
《
〈
・
・
・
・
．
、
』
と
タ
タ
ミ
か
け

二
て
き
た
の
が
、
挨
拶
の
つ
も
り
ら
し

Ⅷ
Ｍ
ｍ
酌卿

い
。
話
し
だ
せ
ば
、
ト
マ
ル
二
と
を

峰
摺
蕊
紫
誹
蕊

』
て
鞆
、
れ
ぱ
よ
い
の
だ
か
ら
、
手
問
い

輔
ら
ず
だ
。

峠
一
氏
は
阻
和
十
七
年
に
日
本
高
等
獣
医

！
《
学
校
（
現
臼
本
職
壜
大
学
Ｉ
東
京
）

』
を
卒
叢
し
て
、
す
ぐ
生
れ
故
麺
の
十

一
燗
諏
懸
駿
繊
灘
帷
遮

村づ
一
一
一

で’一やー”･一
三一

襄議
11農生弁一．楽活、一′
三会 の 外

艤
三菖

琴品錦家

11が石族
三 §約はは
＝こり奥

1鷆堂
＝ので女

3唱邊勇
二鎚三の
琴つツ五

11て・人
＝い製。
＝ご
＝二 .

ji雷繕言
菫と耳何
＝きあも

l1言シ詳
菫のでべ

飛薯長
＝ネ、とい
＝、酒。

11蚤曜蕉
三子一多
言ミ

11,ご螺竺
二口bｰJ,一'一

三しかく

儲
三にる

ii革豊
臺多響

く‐り 研究会か らロ
■巳一■

言
卜
ｂ
三
三
一
卜
ｂ
二
一
三
一
ト
Ｐ
二
三
三
ｂ
ｐ
二
’
三
一
Ｐ
ｂ
｛
三
三
ト
ｂ
二
’
三
一
心
や
二
三
二
Ｐ
ｂ
二
三
三
ｂ
、
三
三
一
一
、
、
二
三
一
一
、
、
二
’
三
一
ｂ
ｂ
二
一
一
一
三
卜
ひ
二
一
三
一
Ｐ
ｂ
一
三
三
、
ｂ
三
三
一
、
、
’
二
三
行
Ｐ
Ｄ
三
三
Ｐ
ｂ
二
一
三
一
卜
ｂ
二
一
一
三
一
一
、
Ｄ
二
一
三
一
、
、
二
三
一
Ｄ
Ｐ
一
一
一
三

■
・
目
■
■
■
■
■
■
こ
こ
△
目
三
口
２
■
■
■
■
９
．
口
。
』
。
。
●
で
■
Ⅱ
■
■
■
Ⅱ
日
争
。
二
邑
言
電
・
Ｂ
ｐ
■
日
Ⅱ
■
ロ
マ
ニ
ロ
目
ワ
』
・
凸
口
も
Ⅱ
Ⅱ
■
ｐ
こ
●
。
。
ご
』
・
■
Ⅱ
Ⅱ
■
８
弓
。
言
。
『
。
。
■
Ⅱ
■
Ⅱ
■
■
巳
目
。
。
胃
守
口
今
巳
■
■
Ⅱ
■
■
■
弓
・
令
旨
二
目
１
５
６
８
日
■
。
。
。
二
・
、
ロ
・
・
・

い
つ
も
な
ら
、
椅
子
に
腰
を
お
ろ
し

『
サ
テ
…
・
窪
と
、
ひ
と
思
案
し
て

か
ら
ク
お
邪
臓
争
に
な
る
の
だ
が
、

今
日
は
造
の
心
配
は
無
用
だ
っ
た
。

丘

よ_に
F馬而

る
ザ

階■
■

●

ー

ついて‘
』

田､鶴田に
1

十
和
田
市
で
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
ク

》
青
森
縣
金
木
垂
趨

・
指
導
所
長

》
長
谷
地
松
次
郎
氏

〆

無
我
輯
忠
講
輯
浪
い
ま
や
設
設
筑
謂
騏
浪
設
龍
顎
顎
誤
函
浪
講
浪
誤
我
顎
溌
浪
浪
醍
溌
溌
設
雅
調
魂
誤
溌
小
我
講
講
鯛
潔
浪
謡
謡
誤
曲
調
誰
窯
韻
讃
表
謂
狼
濁
演
窓
承
箙
演
設
設
誤
龍
諭
寵
龍
然

一
『
十
和
田
や
鶴
田
で
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
薬
剤
散
布
を
爽
施
す
寮
て
つ
だ
が
、
金
木
で
も
や
三
Ｌ
は
い
か
鍔

》
が
で
す
か
』
と
い
っ
て
役
場
を
訪
れ
る
人
が
多
く
な
つ
・
た
。
鍔

》
金
木
町
だ
け
で
も
約
一
千
五
百
町
歩
の
水
田
を
も
っ
て
い
量
」
の
地
域
は
、
中
里
や
西
那
の
峰
村
な
ど
と
、
盤
》一

》

一
同
防
除
に
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
考
え
る
の
は
当
然
の
こ
と
だ
。

龍
調
翠
瀧
講
潔
畿
や
誼
戦
い
い
い
誤
取
龍
騏
雛
駆
誰
鵠
輯
誤
覗
龍
溌
い
誤
い
蛾
い
い
謂
設
誤
誤
訟
譲
設
平
惑
設
い
球
騏
設
顎
顎
誰
誤
認
甲
や
謨
甲
誤
訳
顎
吠
誼
謡
翠
誰
銅
誤
誤
駆
調
醐
設
蘭
調
い
や
甲
函
纈
誤
認
醜

去る7月7日カミら3日間、十和田市で
開かれた〃新しい村づくり〃の現地研
究会で、十和田市と鶴田町で実施する

という『ヘリコプターによる水田の共

同防除』が話題にのぼり、参会者の興

味をひいたが、この研究会に参加した

町役場産業課風に、その榧要を紹介し
ていただこう。

導
農
場
入
り
し
た
の
が
月
給
ト
リ
の

始
ま
り
。
二
十
一
年
十
月
五
腰
高
に

教
員
と
し
て
迎
え
ら
れ
て
三
年
、
こ

こ
で
月
給
ト
リ
か
ら
ほ
ん
も
の
の
ニ

ワ
ト
リ
と
鰔
組
。
そ
の
当
僻
知
瓢
だ

っ
た
津
蹄
文
治
現
代
議
士
に
『
お
前

の
ニ
ワ
ト
リ
飼
い
は
下
手
だ
、
も
っ

と
勉
強
し
な
け
れ
ば
：
．
・
・
・
』
と
い
わ

れ
て
、
二
十
四
年
二
月
五
戸
種
鶏

錫
に
や
れ
ら
ニ
ワ
ト
リ
と
は
切
っ
て

も
切
れ
な
い
仲
と
な
っ
た
の
だ
そ
う

だ
。
・

金
木
に
き
た
の
は
二
十
九
年
十
二
月

今
年
で
足
か
け
六
年
と
実
に
長
い
。

氏
に
い
わ
せ
れ
ば
『
県
で
や
り
場
が

な
い
か
ら
：
．
・
・
・
・
』
と
い
っ
て
い
る
が

金
木
町
の
人
た
ち
は
「
長
谷
地
さ
ん

に
は
ま
だ
ま
だ
居
て
も
ら
わ
な
け
れ

ば
・
・
・
…
』
と
信
任
が
厚
い
。

趣
味
は
錦
石
の
集
収
、
石
材
の
彫
刻

サ
ボ
テ
ン
の
栽
培
と
シ
プ
イ
。

家
族
は
奥
採
と
一
女
二
男
の
五
人
。

錦
石
は
り
ん
ご
箱
で
現
在
三
ツ
。
製

反
当
り
二
百
八
十
円

●

困
難
な
実
施
面
積
の
把
握

6
｜’

水
田
の
共
同
防
除
〃
に
ふ
み
き
っ
た
の

は
、
市
内
の
展
協
か
ら
強
く
要
謎
が
あ

っ
た
の
で
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
会
社
側

と
、
い
ろ
い
ろ
細
部
の
打
ち
合
せ
を
し

実
施
地
域
の
実
魍
を
綿
密
に
調
盃
し
、

こ
れ
で
大
丈
夫
と
い
う
確
億
を
得
た
か

ら
だ
と
い
っ
て
い
る
。

実
施
反
別
は

二
千
町
以
上

事
業
主
体
は
塵
弼

遍
も
難
し
い
問
題
は
、
共
同
防
除
の
実

施
反
別
の
把
掴
だ
そ
っ
だ
。

神
奈
川
県
で
実
施
し
た
場
合
，
会
社
側

…

る
の
が
三
十
箇
だ
そ
う
だ
が
、
手
許

に
な
い
約
百
五
十
箇
の
ゆ
く
え
に
つ

い
て
は
『
フ
フ
ン
・
・
・
・
・
・
・
』
と
い
っ
た

牝 鶏泣かせの男

錦石と彫刻好きの情熱家
ｰ

｜
轟
騨
罷
綿
十
糊
軍
雛
沙

認
醗
緋
職
溌
溌
信
彫

て
は
、
二
～
三
百
畑
歩
位
の
大
団
地
で

あ
っ
て
も
、
共
同
防
除
に
参
加
し
な
い

農
家
が
一
戸
あ
れ
ば
．
そ
の
地
域
は
除

問
廻
を
お
こ
し
て
い
る
。

十
和
田
市
で
は
、
巽
施
面
職
を
確
実
に
一

と
契
約
し
た
面
積
よ
り
散
布
面
椴
が
多

く
な
り
、
会
社
側
か
ら
異
議
申
立
が
あ

り
、
県
側
で
爾
志
し
た
と
こ
ろ
、
申
告

面
顎
が
実
面
涜
よ
り
少
な
か
っ
た
り
、

ま
た
は
カ
ク
シ
面
潤
が
あ
っ
た
な
ど
の

に
や
れ
ば
効
果
テ
キ
メ
ン
だ
よ
』
と
そ
れ
で
も
『
女
房
に
指
輪
、
子
ど
も

い
っ
て
、
掴
輪
の
玉
に
す
る
石
を
見
に
は
文
鎮
（
ぶ
ん
ち
ん
）
を
作
っ
て

寺

や
る
つ
も
り
で
す
ヨ
』
と
ヌ
カ
す
と

こ
ろ
を
み
れ
ば
ナ
カ
ナ
カ
の
孝
行
者

『
思
い
出
？
：
．
…
フ
フ
フ
：
・
・
：
』
と

外
す
る
と
い
う
強
い
態
庇
で
臨
ん
だ
、

と
い
っ
て
い
る
。

散
布
は
希
望
ど

お
り
自
由
自
在

反
当
り
二
百
八
十
円

十
和
田
市
の
場
合
・
躍
終
的
に
把
握
し

た
面
穣
は
一
千
七
百
町
歩
で
、
そ
れ
に

北
郡
鶴
田
町
の
三
百
町
歩
花
あ
わ
せ
て

一
辛
町
歩
と
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
こ

れ
に
要
す
る
経
蜜
は
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

三
槌
を
五
日
間
借
り
た
な
ら
ば
、
一
反

【
写
興
１
面
度
三
、
四
〆
Ｉ
ト
ル
な
つ

蕊
剤
散
布
す
る
ヘ
リ
コ
プ
タ
！
】

溌
鰯
癖
鶴
耀
騨
罐
蕊
蕊
識
溌
錘
識
鱗
嬢

シ
ワ
ガ
レ
声
の
含
み
笑
い
を
し
な
が
木
は
大
養
鶏
地
帯
に
な
る
で
し
よ
壽

ら
『
行
く
と
こ
ろ
、
み
な
よ
い
思
い
』
星
と
夢
が
大
き
い
。
”
Ⅱ

出
ば
か
り
で
ネ
…
…
』
サ
テ
は
向
か
『
い
ま
全
扇
各
地
で
養
鶏
熱
が
さ
か
一
届

あ
る
、
と
思
っ
た
が
…
・
』
．
『
特
に
金
ん
な
の
で
、
生
産
過
剰
に
な
り
は
し
噸

木
と
い
う
と
こ
ろ
は
、
楡
快
に
仕
顎
な
い
か
、
と
心
配
し
て
い
る
人
も
あ
一
唾

の
で
き
る
ト
コ
ロ
で
す
ネ
…
…
』
と
る
が
、
販
路
は
ア
メ
リ
カ
、
ホ
ン
コ
嚇

体
を
カ
ワ
す
。
『
悪
い
こ
と
の
思
い
ン
、
朝
鮮
と
輸
出
さ
れ
、
先
は
明
る
痔醗

冊

凶
Ⅱ
叩

出
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
昭
和
二
十
い
』
と
自
燈
続
左
。

五
年
、
五
戸
種
鶏
場
の
主
任
時
代
に
『
ま
だ
流
通
様
構
が
確
立
し
て
い
な
－
厘

ｍ
即
叩
叩

停
電
の
た
め
、
育
雛
器
に
木
炭
火
鉢
い
が
、
近
い
将
来
に
は
、
一
個
当
り
『

を
入
れ
た
の
が
原
因
で
、
諏
鶏
蝿
を
生
産
者
価
格
が
八
円
、
消
費
者
価
格
揃

辮
唾
蕊
匪
唾
牒
毒
乾
シ
雛
鮭
糀
唯
搦
鵯
鮮
隠
回司

師
、
酬

一
，
話
を
も
と
に
か
え
す
が
、
譲
鶏
責
向
上
左
は
か
る
・
っ
と
思
っ
者
は
、
ど
一
『

金
の
宜
付
制
度
と
い
う
の
は
。
：
…
』
し
ど
し
ニ
ワ
ト
リ
を
銅
う
べ
き
だ
』
耐

と
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
く
れ
た
。
と
強
調
し
、
“
Ⅱ一一

一
燈
貸
付
基
金
と
し
て
年
間
町
予
算
で
『
昨
年
か
ら
寒
地
養
鵡
の
試
験
を
ビ
耐

五
十
万
円
金
木
を
五
地
区
に
わ
け
ニ
ー
ル
鶏
舎
で
や
っ
て
い
る
が
、
砥
二

一
地
区
一
戸
と
し
て
、
五
戸
を
桐
定
熱
を
便
わ
ず
、
し
か
も
産
卵
零
も
下
師

し
一
戸
当
り
一
言
羽
収
容
の
パ
タ
ら
な
い
成
果
を
収
め
て
い
、
る
か
ら
、
言

リ
ー
鶏
舎
を
十
万
円
で
建
て
て
や
る
こ
の
方
法
も
奨
励
し
た
い
と
思
っ
て
聯

（
現
物
岱
付
）
こ
の
十
万
円
を
一
年
い
ま
す
が
、
こ
の
地
方
は
ハ
キ
ダ
メ
ニ

据
睡
き
の
三
竿
の
無
利
子
賦
砿
還
と
養
鶏
家
が
多
い
か
ら
、
ま
だ
ま
だ
間
嚇

し
、
一
年
目
か
ら
は
五
、
六
万
円
の
題
が
多
い
』
一
戸韓

薗
炉

純
益
が
で
る
か
ら
、
こ
れ
を
、
四
年
と
い
っ
て
い
る
が
、
こ
の
ニ
ワ
ト
リ
耐

目
に
は
五
百
羽
飼
育
琶
自
標
に
し
て
男
の
メ
ン
ド
リ
泣
か
せ
が
、
い
つ
ま
戸

の
経
撰
責
金
に
む
け
る
よ
う
に
指
導
で
続
く
や
ら
・
・
・
・
・
・
。
（
Ｓ
）
縮

す
れ
ば
、
成
功
ま
ち
が
い
な
し
。
そ
【
写
璽
Ｉ
室
内
睡
鑑
で
潮
舍
や
作
業
一

一
“
捌

畿
蕊
雪
蕊
羅
一
蕊
鵡
菫
蕊
筆
鑿
一
鍋

歩
の
使
用
料
が
百
三
十
円
、
難
品
代
が

反
当
り
百
五
十
円
で
、
農
家
負
担
の
実

賦
額
を
、
反
当
り
に
換
算
す
れ
ば
、
二

百
八
十
円
に
な
る
が
．
市
、
県
も
負
担

金
を
出
し
、
反
当
り
百
五
十
円
に
し
た

い
と
い
っ
て
い
る
。
（
ミ
ス
ト
嬢
に
よ

る
薬
剤
費
は
約
百
八
十
円
）

十
和
田
市
展
杯
商
工
課
長
は
『
契
約
面

領
と
突
施
面
積
に
問
題
が
な
け
れ
ば
、

経
笹
も
あ
ま
り
か
か
ら
な
い
し
、
実
に

効
果
的
だ
と
思
う
。
ヘ
リ
コ
プ
タ
ト
は

三
、
四
腕
の
高
庇
か
ら
十
八
腕
の
幅
で

薬
剤
を
散
布
す
る
の
で
，
散
布
を
希
望

し
な
い
農
家
が
あ
っ
て
も
、
そ
の
分
だ

｜
信
タ
ッ
プ
リ
だ
っ
た
。

一

却
椎
誹
嘩
祁
諏
麺
唖
痙
些
率
唾
罎
蝿
”
｜

共
同
防
除
は
〃
首
イ
モ
チ
〃
の
防
除
が
一

目
的
で
．
銅
粉
剤
を
散
布
す
る
」
と
自
一

一
、
病
習
虫
の
防
除
・

葉
イ
モ
チ
は
、
例
年
八
月
上
旬
が
殿
も

発
生
し
て
お
り
、
防
除
が
適
切
で
な
い

と
、
病
源
が
移
行
し
て
ク
ピ
イ
モ
チ
に

発
展
す
る
の
で
、
付
近
に
発
生
し
た
溺

合
は
徹
底
的
な
防
除
を
行
な
う
。
ク
ピ

イ
モ
チ
は
発
生
を
認
め
て
か
ら
で
は
、

収
拾
が
つ
か
な
く
な
る
の
で
発
生
歳
習

地
帝
な
ど
は
防
除
に
万
全
を
期
す
る
こ

と
。
ニ
カ
メ
イ
チ
ュ
ウ
の
発
生
は
殿
近

と
く
に
多
く
な
っ
て
い
る
の
で
・
発
生

に
注
意
し
て
、
防
除
に
は
Ｆ
ｒ
Ｎ
、
ホ

☆
水
稲

’
４
幾
雪
寺
，
‘
上
副
ヅ
ワ
、
。
昴
祁
訂
で
Ａ
机
旺
▽
八
帥
Ｗ
７
ｒ
肌
叩
Ｕ
Ｔ
Ａ
柵
Ⅷ
Ｍ
Ｖ
Ａ
皿
Ⅲ
Ｕ
７
Ａ
飢
即
郡
？
Ａ
Ｍ
Ｗ
ｖ
Ａ
洲
吋
ｖ
Ａ
川
棚
ｖ
Ａ
ｎ
Ｗ
ｖ
Ａ
Ⅱ
Ｗ
Ｙ

Ⅱ
八
月
Ｉ『

I

役
場
野
球
丈
会
で
、
優
勝
の
偉
巣
を
な
一
‐
ご
“
星
ゞ
ゞ
、
・
当
／
》
４
‐
則
し
’
６
函
ｊ
ｌ
Ｉ
ｆ
ｌ
－
－
、
記
く
り
？
一
‐
可
正

一
郷
舗
瑚
蝋
壱
斗
埜
龍
縦
二
経
済
的
・
一
ヵ
廿
五
円
の
乾
危
池
で
二
百
時
間
以
上
も
続
け

し
と
げ
た
が
、
今
年
は
、
郡
予
選
で
優
の
近
く
で
ハ
ッ
キ
リ
と
よ
く
き
こ
え
ま
す
。

二
日
に
わ
た
っ
て
開
か
れ
る
第
九
回
県
一
て
使
え
る
、
経
済
的
な
補
聴
器
で
す
。

下
町
村
役
場
野
球
大
会
に
出
場
す
る
二
一
一
一
多
種
類
・
真
蛮
衝
式
か
ら
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
ー
式
迄
各
種
が
あ

一
と
に
な
っ
た
。
’
’

一
当
町
役
場
チ
ー
ム
は
、
昭
和
三
十
二
年
り
、
お
耳
に
合
っ
た
も
の
を
ご
自
由
に
お
選
び
頂

蕊
織
報
謹
護
罷
一
一
げ
議
す
。

｜
時
々
か
な
り
暑
い
日
が
あ
る
が
、
唖

低
湿
は
な
い
だ
ろ
う
。

平
均
気
温
は
平
年
並
み
か
、
や
や
雁

こ
の
夏
は
．
高
気
圧
が
強
ま
る
傾
向

予
想
書
れ
．
一
般
に
夏
型
の
天
候
は

つ
づ
き
し
な
い
み
こ
み
だ
が
、
グ
ヅ

｜
き
気
味
の
天
候
が
あ
ら
わ
れ
、
平
年

一
り
気
温
の
低
い
日
が
多
い
。

リ
ド
ー
ル
、
刑
Ｈ
Ｃ
（
三
％
）
粉
剤
の

い
ず
れ
で
も
よ
い
が
、
Ｈ
在
Ｃ
の
渇
合

は
銅
一
同
散
布
俊
一
週
間
ぐ
ら
い
で
、

鋪
二
回
目
の
散
布
を
行
な
っ
こ
と
。

な
お
、
病
笘
虫
の
防
除
に
あ
た
っ
て
は

築
団
、
共
同
防
除
が
眼
も
望
ま
し
’
い
。

二
、
水
の
か
け
方
ゞ

〆

呼
蠅
崎
独
珊
州
加
燗
一

稲
の
生
育
中
最
も
駆
粟
な
時
期
で
す
。
１
液
（
六
斗
式
）
か
鯛
水
銀
粉
剤
を
栞

平
均
気
温
で
二
一
度
以
上
、
殿
低
気
温
の
褒
に
よ
く
つ
く
よ
う
に
散
布
を
行
な

が
一
七
度
以
下
に
な
る
稔
爽
障
害
を
お
う
こ
と
。
‐

こ
す
の
で
。
．
気
温
の
変
化
に
注
蔵
し
水
二
、
は
く
さ
い
及
び
だ
い
こ
ん
の
適
期

田
の
見
回
り
を
ひ
ん
ぱ
ん
に
行
な
い
深
揺
極

水
に
し
て
保
温
に
つ
と
め
る
こ
と
。
ば
く
さ
い
の
撚
稲
の
時
期
が
早
過
ぎ
る

三
ひ
え
抜
取
り
と
処
分
の
徹
底
と
腐
敗
病
が
発
生
し
易
く
、
ま
た
遅
過

所
で
は
．
母
の
会
と
共
催
で
、
八
月
十

一
日
午
後
七
時
半
か
ら
同
所
遊
戯
室
を

蝿
放
、
記
念
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ー
を
蝿
く

平
均
気
温
は
平
年
並
み
か
、
や
や
低
い

程
度
で
、
天
候
は
い
く
分
不
順
で
、
日

照
り
が
少
な
い
。

雨
屋
は
、
平
年
並
み
か
、
や
や
多
く
な

る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

台
風
は
八
：
沁
月
、
に
二
、
三
皿
ほ
ど

本
土
に
近
づ
ぞ
副
こ
み
。

県
大
会
へ
役
場
野
球
部

連
練
擾
勝
め
ざ
し
て
猛
練
習

町
役
場
野
球
部
で
は
、
昨
年
県
下
町
村

ざ
し
て
ハ
リ
キ
ッ
て
い
る
。

認
第
二
保
育
所
で
《

》
新
築
記
念
パ
ー
テ
ー
“

八
月
の
天
嫡
予
報》

新
築
し
た

必
第
二
保
育

ひ
え
の
鋲
取
り
は
、
開
花
の
終
っ
た
時

期
に
行
な
い
、
穴
を
掘
っ
て
埋
め
る
か

焼
き
捨
て
る
こ
と
。

一
、
ば
れ
い
し
ょ

ば
れ
い
し
よ
の
え
き
癌
が
相
当
多
く
ま

ん
延
す
る
の
で
四
’
四
式
石
灰
ボ
ル
ド

☆
畑
作

1
道
府
県
庁
の
ご
掴
定
種
頂
い
て
お
り
ま
す
。

優
れ
だ
品
麓
・
日
本
屈
据
の
音
響
研
究
所
（
小
林
死
学
研
究
所
）

ｌ

の
科
学
者
と
専
門
医
も
参
加
し
で
完
成
し
た
優
秀

品
で
す
。
昭
和
廿
七
年
に
厚
生
大
臣
裳
受
賞
の
栄

に
浴
し
ま
し
た
。
／

よ
く
き
こ
え
る
。
遠
い
耳
の
症
状
に
適
合
し
て
、
遠
く
の
音
で
も
耳

リ
オ
ン
株
式
会
社

営
業
部東

京
都
千
代
田
区
神
田
須
田
町
二
の
二

趣
話
（
三
一
）
喜
寅
・
頚
三
・
二
迦
享

ざ
る
と
緒
珠
が
必
い
の
で
、
一
ｎ
～
五
一

日
賦
ま
で
が
適
期
で
す
。
施
肥
に
当
っ

て
は
堆
肥
を
多
く
し
、
加
現
が
不
足
し

な
い
こ
と
。

だ
い
こ
ん
の
擁
極
も
早
過
ぎ
る
と
『
ス

入
り
』
の
豚
因
と
な
る
。
練
蛎
、
理
想

な
ど
の
品
種
は
上
旬
・
瘤
璽
系
は
中
旬

が
適
期
と
な
る
。

三
‘
な
た
れ
の
弼
極
は
二
十
五
～
九
月

五
日
ま
で
が
適
期
、
擁
純
睡
は
十
呵
当

り
三
合
匡
で
厚
播
き
に
し
な
い
こ
と
、

殿
近
連
作
に
よ
る
鯏
核
病
が
現
れ
て
い

る
が
、
二
～
三
年
休
ん
で
１
肥
料
は
堆

肥
の
有
機
鼓
を
琴
く
施
す
こ
と
に
つ
と

め
る
。☆

り
ん
ご

ハ
リ
ト
ー
シ
の
産
卵
や
．
ア
カ
ダ
ニ
の

発
生
に
注
意
す
る
こ
と
。
な
お
支
柱
だ

て
は
こ
の
僻
期
に
行
な
う
こ
と
。

｜’

－一一－一＝＝－
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